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日
野
助
教
授
御
入
隊
に
つ
き

壯
行
及
歓
迭
會

日
野
鮒
三
郎
助
救
授
、
名
器
の
雌
衙
に
つ
き
九
州
史
班
愈
主
仙
の
下
に

壯
行
竹
を
左
の
辿
り
畢
行
す
。

一
、
期
日
二
月
四
日
（
日
蝿
日
）

一
、
場
所
プ
ラ
ジ
レ
イ
ロ
、
二
階

一
、
出
肺
者
重
松
先
生
、
長
沼
先
生
、
竹
岡
先
生
，
鏡
山
先
生
（
祁

岡
聯
隊
入
鋳
中
）
小
林
先
生
以
下
多
数
。

術
、
日
野
助
敏
授
の
部
隊
翁
は
、
「
松
山
二
十
二
聯
隊
阿
肪
部
隊
森
抑

除
ノ
ご
で
あ
る
。
（
中
江
）

研
究
鐘
表
愈

昭
和
十
四
年
度
節
二
帆
例
含

一
、
期
日
十
二
月
二
十
一
日
（
木
）
午
後
三
時
半
よ
り

一
℃
場
所
節
四
淡
脅
室

言
發
表
者
、
池
川
及
び
内
容
梗
概

國
史
學
會

彙
報

雄

報

ｉ

辻

幕
末
に
於
け
る
征
韓
論
、

，
畢
生
岩
川
辰
雄

我
が
隣
交
怖
航
似
な
る
が
故
に
朝
鮮
は
か
つ
て
江
戸
参
向
を
許
さ
れ
て

一
ゐ
た
、
文
化
度
に
至
っ
て
對
馬
行
祗
を
亜
ひ
ら
れ
た
の
も
隣
交
傭
献
剛
な

る
が
故
で
あ
り
、
炎
政
以
降
欧
米
に
比
し
て
遜
色
あ
る
取
扱
を
う
け
た
の

も
亦
隣
交
措
批
叫
な
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
而
し
て
我
が
雑
府
は
隣
交
怖
泣

の
根
本
な
る
誠
意
外
交
を
粂
然
忘
却
せ
ず
昨
代
に
雌
じ
、
朝
鮮
取
扱
を
改

‘
め
ん
と
す
る
意
向
を
右
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
我
が
幽

内
に
於
て
は
朝
鮮
図
に
鋤
す
る
雑
府
の
態
度
を
非
難
す
る
者
あ
り
、
或
は

欧
米
枯
抗
の
偏
に
日
洗
韓
の
三
脚
同
蠅
を
主
砿
す
る
者
あ
り
、
又
は
剛
威

發
揚
の
鯛
に
征
浦
征
韓
を
咄
へ
る
者
等
が
あ
っ
た
。
か
上
る
叫
が
稚
府
の

朔
鮮
取
扱
に
術
然
影
弾
す
る
所
が
あ
っ
た
。
軟
韮
州
叫
に
立
脚
せ
る
外
征

流
佐
雅
附
幽
に
立
脚
せ
る
外
征
論
、
或
は
必
哩
に
雌
じ
て
朝
鮮
脚
に
干
戈

を
卿
か
さ
ん
と
す
る
三
凶
同
盟
、
之
等
諦
術
何
れ
も
雑
府
の
政
策
に
作
川

す
る
も
の
は
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
文
久
・
嵯
雌
年
州
、
朝
鮮
が
献
米
の
威

唯
を
受
け
ん
と
す
る
や
、
朝
鮮
に
對
し
て
雑
府
は
和
だ
の
見
地
か
ら
拱
手

傍
籾
す
る
郡
が
旧
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
雑
末
に
於
て
、
繋
凹
的
な
大

邪
業
を
計
識
す
る
に
は
雑
府
は
除
り
に
も
無
力
で
あ
っ
た
。
又
封
碓
制
度

下
に
於
て
外
征
は
そ
の
効
期
待
さ
る
・
へ
く
も
な
く
、
Ⅱ
雑
例
に
倣
ひ
微
稚

家
氏
が
朝
鮮
剛
取
扱
の
大
折
術
に
立
つ
こ
と
は
昨
勢
が
既
に
許
さ
な
か
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

雑
末
に
於
け
る
征
称
諭
は
要
す
る
に
柿
の
み
に
総
り
征
枠
策
を
生
ず
る

一
○
三

１
１

５



1

‐

兼
好
に
於
け
る
無
常
観
の
論
理

畢
生
川
村
剛
滋

徒
然
草
に
現
は
れ
た
る
兼
好
の
無
常
槻
に
就
て
、
求
逆
的
な
る
も
の
と

趣
味
的
な
る
も
の
と
の
二
而
性
を
豫
想
す
る
の
が
一
般
の
見
解
で
あ
る
。

然
し
彼
の
無
術
狐
を
仔
細
に
考
察
す
る
時
、
兼
好
自
身
に
は
無
意
祇
的
だ

っ
た
に
し
ろ
、
と
に
角
汗
・
々
は
そ
こ
に
一
つ
の
慨
系
を
見
出
す
こ
と
が
出

来
る
。
即
ち

（
ご
生
死
の
到
来
を
忘
れ
る
。

（
二
）
無
術
を
恐
れ
、
無
常
を
悲
し
む
。
』

へ
三
）
生
死
の
机
に
あ
づ
か
ら
ず
。
‐

こ
の
三
段
階
は
そ
れ
自
身
辨
誰
法
的
展
州
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て

簸
初
衆
朴
的
な
生
そ
の
も
の
が
無
常
杏
に
よ
っ
て
否
定
せ
ら
れ
て
、
生
死

の
到
来
を
恐
れ
悲
し
む
生
が
現
れ
、
更
に
そ
の
否
定
に
於
て
鍵
化
の
皿
を

知
り
「
逆
を
た
の
し
ぶ
」
生
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。

昭
和
十
五
年
度
節
一
Ｍ
例
愈

に
鐙
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
江
戸
雑
府
が
そ
の
瓦
解
時
に
備
り
抱
い

た
朝
鮮
政
紫
の
其
の
理
想
は
明
治
政
府
に
認
容
さ
れ
て
時
の
至
る
の
を
待

っ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。

、 、 、

發場期
表
者所日
､

○
誰
牟

〃
Ⅷ
罰

一
月
二
十
五
日
（
水
）
午
後
三
岬
半
よ
り

節
凹
油
脅
室

迩
月
及
び
内
容
仙
概

級

｡

、

Ｐ
ｌ
ｂ
Ｉ
Ｉ
‐
Ｉ
ｒ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ト
ー
１
１
０
‐
１
１
口
８
Ｆ
ｋ
■
■
■
Ｆ
０
ｒ

ー

！
兼
好
の
無
術
槻
に
於
て
、
悲
哀
感
と
し
て
の
無
常
狐
と
疵
杣
籾
と
し
て

の
無
雑
槻
の
二
つ
を
腿
別
し
、
徒
然
草
の
雅
初
の
約
三
十
段
は
、
平
家
物

柵
・
方
丈
記
と
同
様
、
悲
哀
感
と
し
て
の
無
常
籾
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

る
と
し
、
そ
れ
以
後
を
、
そ
れ
の
發
鵬
た
る
焚
机
籾
と
し
て
の
無
常
狐
で

あ
る
と
す
る
兄
解
が
あ
る
が
、
併
し
若
し
兼
好
に
於
け
る
無
常
槻
の
蹴
践

的
意
義
が
噸
ら
れ
る
な
ら
ば
、
即
ち
生
死
の
相
に
あ
づ
か
ら
ず
し
て
轆
常

を
受
け
と
っ
て
ゐ
る
雑
好
を
老
へ
る
な
ら
ば
、
無
柑
に
流
さ
れ
つ
つ
無
常

を
悲
し
む
平
家
物
諦
・
方
丈
記
と
は
、
そ
の
態
度
に
於
て
根
本
的
な
州
述

の
あ
る
こ
と
が
明
か
に
な
る
で
あ
ら
う
。

し
か
し
兼
好
の
思
想
は
無
常
畑
に
よ
っ
て
の
み
解
明
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
彼
の
趣
味
論
・
人
川
諭
な
ど
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
姑
め
て

典
慨
的
な
皿
解
に
ま
で
到
逹
す
る
と
恩
は
れ
る
。

日
本
精
祁
の
研
究
法
に
つ
い
て

測
手
中
井
虎
一

日
本
粘
刷
と
は
日
本
比
族
の
本
礎
的
特
徴
で
あ
る
。
比
族
の
概
念
が
粘

抑
的
文
化
的
統
一
を
、
そ
の
本
費
的
規
定
と
し
て
成
立
し
、
而
し
て
郡
物

の
知
狐
な
る
も
の
が
、
そ
の
も
の
の
本
質
的
特
徴
に
雑
い
て
成
立
す
る
故

一
○
四

無
常
槻
が
兼
好
に
は
た
ら
き
掛
け
る
契
機
は
絶
對
胤
己
祈
定
で
あ
る

が
、
こ
の
こ
と
は
兼
好
を
し
て
愈
法
然
よ
り
は
む
し
ろ
泄
元
を
努
髭
せ
し

め
る
。
法
然
に
於
て
は
罪
業
の
自
識
に
よ
り
て
自
己
が
芥
だ
せ
ら
れ
て
ゐ

る
に
鋤
し
、
・
逝
元
に
於
て
は
無
術
狐
の
叶
謹
が
す
拳
へ
て
を
解
決
し
て
ゐ
る

か
ら
で
あ
る
。

Ｄ
Ｋ
■
■
■
■
Ｉ
ｒ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｒ
ｌ
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
‐
‐
‐
ｌ
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ー

畔 両 神 作 呼 号 ｅ

黙 誌 Ｓ 蚕 寧 溝 学

び 八 蚕 耕 豐 Ｓ ｓ

幟 認 鵡 言 ｓ 済 諄

ぴ ぷ 万 ６ 幸 吉 岸

浄 零 病 癖 割 峠 壗 認

寒 斗 窪 戸 学 舎 封

Ｓ が 啓 買 母 除 〈

料 詳 説 牛 一 〕 鴬 ・

篭 含 ｓ 〆 咋 牟 Ｇ Ｉ時 。 髭 ひ び 聿 計

蝋 母 一 ｎ 号 学 筐 万

草 匡 部 呼 び 罫 誌

匡 一 づ 員 〕 ０ １ ｍ 挿 様 ‐ ｎ

伊 藤 亭 砦 母 琴 再

吟 諜 鶚 敏 が 悪 蕎

哩 再 済 雪 ・ 二 言

号 惑 吉 諜 ・ 涛 戸 謨

廷 《 １ ０ ｓ 昇 ． Ｓ 》 や ・ 等 零

“ ゞ 圭 画 島 １ ｓ

悪 亭 命 景 爵 呼 壽

肌 崇 ｓ 済 卉 孝 澤

言 済 莞 吉 揖 局 ｄ

厚 吉 拷 ｓ 祠 犀 母

罵 ６ ８ 零 愚 弄 匡

々 万 蒸 零 寓 湯 丙 謬

》 雫 壱 壱 三 山 時 「 ご ｛ 詩 一 層

葦 ・ 〆 義 、 ↑

ニ ハ ・ ド エ ハ

員 ） ・ ］ 一 一 ，

三 二 揖 卜 一 二 』 や 宮 一 三 壼

華 慕 添 ‐ 箒 幅 ・ 跨 澪 巷

嵩 膓 領 畢 膓 當 繁

・ ・ 指 罫 鶚 ． 奉 鵲 津

蒔 呼 涛 涛 華学 Ｊ Ｃ 斜・ 室 ” 》 器

浅 ・ ・ 言
済

匡

ｇ ■ ０ ０ ｂ 垂 二

一 一

○
胤

苦 汁

‘ 胃 ． 一 嚇

今 」

毎 華 学 】

民 《 弱

■ ■ Ⅱ Ｉ Ｆ 心 ワ Ｆ ， 抑 一 ‐ ．

澪 押

》 一 声
三

今
冒

壽
薄
序
再
寓
零
s
吉
済
r
*
｡
c
』
母
'
A
I
S
¥
1
l
l
口
器
尋
e
壽
塞
駒
s
鴬

号
e旨
‘
蚤
が
母
'凱
蒔
時
が
吟
〔
や
,否
序
樺
際
I¥
三
雲
苦
璽
八
r(
Y'
=享
判

R↓
言
済
斜
璽
呼
計
嘉
差
蓋
壼
S三
雲
計
画
再
錐
浄
。
呼
母
蚤
害
が
Fﾅ
(､
『
'三

菫
馬
尋
鵜
堂
再
SG
<'
ej
h卜
苦
ir
'a
rl
Fハ
雪
,m
k'
s'
舜
罰
eが
舛
篝
三
司

罵
，
rl
'j
gr
j冷
鯲
寺
(､
『
'吾
i牟
罵
箒
時
津
I弓
雲
苦
璽
八
心
肝
病
望
綜
S

壽
零
言
皇
ら
SF
"斜
軍
傘
再
錯
雪
。
が
苦
侮
*里
汁
戸
爵
叶
三
舎
済
言
悟
烹

‘
｢や
’
鴬
葺
言
葦
誹
言
巽
綜
再
鴬
澆
三
s三
雲
帯
me
rl
r(
､r
'
「
卦
苓
」

･が
母
'j
S(
』
翼
,c
』
舜
蔑
ヨ
パ
＆
茅
（
『
‘
轌
鰐
時

蓋
壼
61
,.
+奎
万
諄
卦
S歸
豐
言
籠
壽
言
罵
鱈
再
八
誌
万
螢
吉
〃
r『
'蟄
認
S

営
農
言
詳
窮
筐
喜
罵
“
ﾉ翁
6健
勝
万
嘉
註
喜
嶺
r『
･ヨ
憲
二
鑿
寅
八
誌
戸
島
｜

万
言
S鴬
再
号
へ
判
。
5舛
酔
de
dx
,1
斗
〉
,が
俳
儒
葦
＝
汁
牒
祠
U'
･
1
a
r
F
=

“
藍
吾
U'
舛
鹿
営
学
諾
祠
謙
産
が
､唇
+至
祠
三
雲
詩
me
（
『
【
や
‘

「
斎
苓
」

c1
辱
諒
丙
男
爵
8膳
雪
・
佇
淀
が
叱
箒
7~
i群
罵
言
蓋
詩
,'
蚤
菅
八
‘

・
鮮
詳

簿
が
等
室
戸
三
雲
計
画
er
lr
･(
¥「
言
陸
」
岬
ﾉ.
等
令
崗
e罵
淳
骨
四

・
が
母
剣
嘉
藍
詳
麗
S諜
雪

再
齢
藻
‘
､
=
g
r
j
嘉
誰
喬
苓
6
藍
零
喜
謹
営
e
吉
済
斜
画
再
三
雲
号
璽
祠

農 燕 詞

鱗 万 Ｓ 昔

／ Ｌ 一 暮 方 菫

蚤 甫 顎 濫

戸 崎 旨 裳

専 ユ で 低 』 津

豐 計 誉 今

作 ご ↑ Ｓ

洋 ｏ 濠 三

斗 で 語 評 毫 ↓ 、 挫 詞

匡 角 ） ｝ 唇 ↑ 窪

・ 豈 邑 鶚

、 Ｊ 繁 暹 ・

二 画 一 胖 山 岬 陦 伸

言 ・ や 再 び

く 藻 詩 〈

ご 令 ・ 尋

二 】 － 卜 急 ）

彗 紳 ・ 壁 塁 試

濤 ゞ こ ゞ 謂

川 蔑 丙

三 片 程

・ 勃 等 宮

、 ノ 雲 卦

満 ． 袋 ｓ

裳 壽 除

嶺 一 一 『 荒

事 聴 程 ６

翰
偶
淺
淵
菫
洪

釜 “ 岸 〃 停 三 万 幕 が 罵 言 八

呼 衰 叱 仔 濡 言 ・ 零 脚 程

Ｓ 頁 嘩 帥 パ い い ４ 戸 畔 呼

ｄ 澪 署 し “ 琴 一 “ 増 潔 制 酵

母 叢 時 事 葦 汎 岫 沢 濤 掌 室 ”

呼 舛 詳 蚤 〈 作 ・ で 匡 叱

Ｏ 嘩 蒔 券 ｓ 岩 地 内 作 が

濤 寺 除 雪 箒 ぃ 旧 画 斗 洪

二 二 ～ ん ｝ 峠 岬 ６ 叩 ユ 加 が 雪 一

ｓ 蝶 ・ 舛 惑 部 一 讓 叶 岬

藻 敏 哩 Ⅲ 号 再 三 一 路 零

万 母 蚤 ｓ 作 等 函 時 ・ 異

募 嘩 詳 号 時 弓 星 惑 言

ｓ ｏ 万 蒔 属 言 三 川 三

八 扇 室 蚤 逵 ！ 序 、 卦

權 茅 言 母 ｒ 藍 吾 斜 済

言 言 ・ 言 匡 八 ‐ 塲 作 済 吉

富 二 戸 全 “ 軍 ｓ 寺 吉 ゴ

， 蔦 戸 践 呼 び 藩 呼 ． 丙 室
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